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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
検
察
庁
に
対
す
る
法
務
大
臣
の
指
導
監
督
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

法
務
省
は
、
法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
「
検
察
に
関
す
る
こ
と
」
を

つ
か
さ
ど
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
所
掌
事
務
の
範
囲
内
で
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百

二
十
号
）
第
八
条
の
三
に
規
定
す
る
「
特
別
の
機
関
」
と
し
て
、
法
務
省
設
置
法
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
検
察
庁
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
一
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
検
察
庁
が
置
か
れ
て
い
る
。
法
務
大
臣
は
、
国
家
行
政

組
織
法
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
法
務
省
の
事
務
を
統
括
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
検
察
庁
の
職
員
を
一
般
に

指
揮
監
督
す
る
権
限
を
有
す
る
。

二
に
つ
い
て

憲
法
第
七
十
二
条
に
お
い
て
、
「
内
閣
総
理
大
臣
は
、
内
閣
を
代
表
し
て
・
・
・
行
政
各
部
を
指
揮
監
督
す
る
。
」
と
、

内
閣
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）
第
六
条
に
お
い
て
、
「
内
閣
総
理
大
臣
は
、
閣
議
に
か
け
て
決
定
し
た
方
針
に
基

い
て
、
行
政
各
部
を
指
揮
監
督
す
る
。
」
と
そ
れ
ぞ
れ
規
定
さ
れ
て
お
り
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
き
、

法
務
省
を
指
揮
監
督
す
る
権
限
を
有
す
る
。

一



三
に
つ
い
て

千
葉
法
務
大
臣
は
、
法
務
省
の
長
と
し
て
、
検
察
官
を
適
切
に
指
揮
監
督
し
て
い
る
。

二


